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災害時における一時避難所の提供に関する協定 

 

 

亀岡市（以下「甲」という。）及び亀岡市仏教会（以下「乙」という。）は、災害時において乙

の協力寺院（以下「協力寺院」という。）の施設を住民の避難所として提供することに関し、次の

とおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、災害時において、住民等の避難が必要となったときに、協力寺院を一時避

難所として提供することについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この協定で使用する用語の意義を以下に示す。 

 (1) 災  害  時  亀岡市内で災害が発生し、又は発生するおそれがある場合 

 (2) 一時避難所  災害から身を守るため、又は指定避難所へ集団避難する場合の集結場所と 

して、住民が一時的に避難できるよう、自主的に開設する施設及び場所 

 (3) 避難者等  被災者及び帰宅困難者並びに自主的に避難を行う者 

 

（用途） 

第３条 一時避難所の用途は次のとおりとする。 

(1) 避難者等が一時的に滞在する避難場所 

(2) 洪水や内水氾濫時における車両の待避場所 

 

（提供の範囲） 

第４条 協力寺院は、一時避難所として利用する建物及び土地の範囲並びに運営上の確認事項を 

予め定め、「避難施設・避難場所の指定に係る同意書（様式第１号）」を甲に提出する。 

２ 協力寺院は、前項により定めた利用の範囲を状況に応じて変更することができる。 

 

（提供の要請等） 

第５条 甲は、災害時において必要が生じたときは、協力寺院に対し、一時避難所の提供、利用

及び運営等への協力を要請することができる。 

２ 協力寺院は、前項の要請の有無に関わらず、避難者等から要請があったときは、各寺院の判 

断で一時避難所を提供することができる。 

３ 協力寺院は、前２項の要請を受けたときは、寺院運営に支障のない範囲で協力するものとする。 

 

（報告） 

第６条 協力寺院は、前条に基づく一時避難所の提供を行ったときは、以下の内容を甲に報告す 

るものとする。 

(1) 一時避難所の開設日時 

(2) 避難者等の受け入れ人数 

(3) 甲の依頼に基づき避難者等に対して物資等を提供した場合、その品目及び数量 

(4) 一時避難所の提供に伴い、甲の依頼により使用した消耗品等の品目及び数量 

(5) 一時避難所を閉鎖したときは、その日時 

２ 前項の報告は、協力寺院が存する地域の自主防災会（自治会）を通じて行うことを原則とする。 

 



（物資等の提供） 

第７条 甲は、甲が開設する各種避難所と同様、協力寺院が提供した一時避難所の避難者等に対 

して救援物資等の提供を行うものとする。 

２ 協力寺院は、甲からの救援物資等の提供が受けられなかった場合は、可能な範囲で避難者等

に対して物資の提供を行うことができる。 

 

（費用負担） 

第８条 一時避難所の管理運営により発生した費用のうち、電気料金等、施設に係る費用は協力 

寺院が負担するものとする。 

２ 前条第２項に基づく物資提供に要した費用は、甲が負担するものとする。 

３ 協力寺院が、避難者等の要請により、甲の要請事項の範囲を超えて行った事項に要する費用

は、当該要請を行った避難者等に請求するものとする。 

 

（提供期間） 

第９条 一時避難所の提供期間は、原則として７日以内とする。ただし、災害等の状況により期 

間を延長する必要があるときは、甲と協力寺院が協議し決定するものとする。 

 

（有効期限） 

第１０条 この協定の有効期間は、締結の日から令和６年３月３１日までとする。ただし、甲乙 

のいずれかから協定の終了又は変更の申し出がないときは、１年間延長するものとし、以後に 

おいても同様とする。 

 

（協議事項） 

第１１条 本協定に関して疑義が生じたとき又は定めのない事項は、甲及び乙は誠意をもって協

議の上、これを決定する。 

 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する

ものとする。 

 

 

令和 ５年 １０月 １１日 

 

甲 亀岡市安町野々神８番地 

 

亀岡市長  桂 川 孝 裕   

 

乙 亀岡市曽我部町西条下久保１ 

亀岡市仏教会 

   会長  満 林 晃 典   


